
質問内容 A B C D A＋B C＋D

1
児童生徒一人一人の見え方の状態や障がいの特性等
に配慮し、進路実現に必要な確かな学力の向上と授業
の実践に努めましたか。

44% 56% 100% 0%

2
小学部・中学部・高等部においては、専門性を発揮しな
がら少人数を生かした指導を充実させ、積極的な社会
参加と自立をめざしましたか。

31% 69% 100% 0%

3
理療科においては、臨床の知識・技能の定着を図り、国
家試験合格とあはき師のプロフェッショナルの育成に努
めましたか。

50% 50% 100% 0%

1
学習指導のみならず、触れる・聞く等の体験に重点を置
いた活動を積極的に展開し、成就感を高め、豊かな人
間性の育成に努めましたか。

57% 43% 100% 0%

2
児童生徒が自らの障がいや健康に関心を持ち、適切な
健康管理ができるよう食育や健康教育を推進しました
か。

40% 58% 2% 98% 2%

3
将来の自立と社会性の育成を目標に据え、家庭と連携
しながら、寄宿舎におけるきめ細かな生活指導に努め
ましたか。

54% 46% 100% 0%

1
地域支援センターの役割を全県下で積極的に推進し、
視覚障がいを有する方とその家族を支援し、自立と社
会参加を促しましたか。

56% 44% 100% 0%

2
地域や近隣の学校との共通理解に努め、交流および共
同学習を通じて互いを理解し学び合う教育活動を推進
しましたか。

32% 66% 2% 98% 2%

4
学校独自の教育活動を幅広くアピールし、視覚支援学
校の教育や活動を多くの方々に周知していただく活動
に努めましたか。

49% 51% 100% 0%
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令和元年度　学校評価票（教職員）まとめ一覧表（54/54名）　　回収率100％

Ａ：よく当てはまる　Ｂ：だいたい当てはまる　Ｃ：あまりあてはまらない　Ｄ：まったくあてはまらない

　全般的に教職員アンケートの結果が他と異なる特徴は、B評価がA評価よりも数値が高い傾向があることです。教員が教
育活動に対して常に努力し続ける姿勢が窺われます。
　【行きたい学校：わかる授業、できる授業の実践に基づいた確かな知識・技能の習得と進路実現】
　今年度、学校経営・運営ビジョンにおいて、1つ目の柱、児童生徒が「行きたい学校」を目指し、見え方や障がいの特性に
配慮して進路実現に向けての確かな学力向上を図る支援についておおむね高評価でした。また、積極的な社会参加につ
いては、各種大会では東北代表として全国盲学校フロアバレーボール大会出場や全国盲学校弁論大会優勝、その他各コ
ンクールでの入賞など指導の結果が表れたものと考えられます。

　【行かせたい学校：発達や障がいの状態に応じて健康や安全な生活と自立に向けた生活能力の向上】
　2つ目の柱である、保護者が「行かせたい学校」を目指し、まず触れる、確かめるなど実際の体験を大切にした活動を積
極的に取り入れた指導により豊かな人間性の育成と寄宿舎における生活能力向上に向けての評価もおおむね高評価でし
た。なお、健康教育並びに食育の項目でC評価が見られたことについては、一部の生徒で欠席が目立った部分があり健康
管理についてさらに指導を進めていきます。

　【頼りたい学校：体験活動や地域交流をもとに児童生徒の豊かな人間性と社会性の育成】
　3つ目の柱である視覚障がい教育の専門機関として、皆様から「頼りたい学校」を目指し教育実践をしてきました。地域支
援センターの活動につては、県内の視覚障がいのある幼児から成人並びにその保護者、関係機関に対し多くの支援を
行っており、昨年に比べ延べ100件を上回る相談件数になっています。また、視覚支援学校の啓発活動についてもコラッセ
ふくしまにおいて、体験型のイベントを開催するなど教育活動のタイムリーなホームページへのアップなど積極的に取組み
ました。おおむねアンケートにおいてAとBの高い評価を得ていますが、交流及び共同学習においてはCの評価も一部見ら
れることからその在り方について検討してまいりたいと思います。

○分析


